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移理事および参与の新任 してし、るの本年度も前年比三同様二の事業を’支施するが，

去る ι月 1日アシ、ア経済研究所法(T）ー令官を改正するが； その第 l陣と Lて， 下記の現地調査誌が出発Lt三川
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れ／：.がう 10月 l日付 itでえ農林事務次官・ ic~当研究所君主
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争第11闘参与会の開催

去る 9月22日11時から当研究所において，第11同参与

会を開催した。参与会は，黄閏多喜夫〔外務事務次官），

小林行雄（文部事務次官〕，大沢融（民林事応次杭），今It

話術（通商産業事務次官λ堀越？貞三（絞団連常tr殺事入

和十λ重／｛； （国際文イヒ会館l専務理事主性信太郎（朝日新附
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1JrH1，席のもとに， ru日召手口4Cf年度予算要求の慨要，（2）研究

所訟 の部改11に作う理事増員について，（3）アジア経済

の長期燦望について，それぞれ報告，説明を行なった。

移昭和39年度現地調査

当研究所では，調査研究上国内調査だけでは解明でき

奇襲zな人事異動

ボな人事異動が次のとおり発令された。
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参「アジア経済の長期展盤」ゼミナールの開催

当研究所では，昭和37，：渇年度の2力年にわたる重点

課題「アジア経済の長期展望Jが3月lこ完了L，その桜

告書が刊行（当研究所研究参考資料「アジ7経済の長期
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